
164 中小型台風の進路予報

第3表　予想進路の誤差発現回数分布表（誤差のとり方は前表参照）

誤 差 ≦0．5 O．6～1．0 1．1～1．5 1．6～2．0 2．1～2．5 2．6～3．0

24時間後

48時間後

17

5

11

6
0
1

0
1

O
O

3．1≦

0
2

報の発展にまつほかわないと思われる．
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世 界 日

中　村 繁

　1957年7月から1958年にかけて実施されたIGYは地

球物理学的な現象を解明するためにもうけられたもので

，全世界で協力して色々な観測がおこなわれ，有益な資

料が得られました．IGY期間中特に観測強化期間として

世界日（World　Day）という期間をもうけ，この時には

できるだけ高々度まで観測するように決められている．

　IGY終了後もこの世界日の制度は存続され，今なおこ

の観測は行なわれている．

　この世界日の続けられている経緯について少しふりか

えってみよう．

　1950年ブラッセルで開かれたイオン層合同委員会にお

いて1957年から1958年にかけて第3回のpolar　yearを

行なおうということがICSU（leternational　Council　of

cienti行cUnions一国際科学連合）傘下の各連合とWMOと

によって決議された．

　しかし，地球物理学的立場から今回はもっと広範囲な

観測をしようという提案を　WMO　と　IUGG（lnter－

national　Union　of　Geodeay　and　Geodeay　and

Geophysico一国際測地学地球物理連合）がおこない

polar　yearをIGYに拡張することにした．その計画を

1952年10月にICSUの中に設けられたIGY特別委員会

（CSAGI）　が受持つことになった．

　CSAGIの要望によってWMOはIGY作業委員会を
つくりこれがCSAGIの主導権を握ることになった．

　CSAGI第1回の会合は1953年6月30～7月3日に開

かれWMO，IUGGなどの意見をまとめ予備的なプログ

＊WMO　Bulletin　Vo1．8，No．1，1959．
＊＊　　”　　　”　　　Vo1．10，No．1，1961．

ラムをつくった．このプログラムはIGYを実施する上

に基本となるもので，これをもとにして各機関で観測計

画が作られ川畑幸夫氏の出席した1953年8月～9月に開

かれたWMOの第1回高層気象委員会では世界日（Rec

23CAe－1）のことが勧告された．WMOのIGY作業委員

会は色々検討してやや確定した計画を立て，これは1955

年4月の執行委員会（Res2EC－VI）と5月の総会（Res

23C9－II）で承認され，1955年9月8日～16日にブラッ

セルで開かれた第3回のCSAGIの会議で最終的にIGY

計画として決定をみた．

　このプログラム中に世界日をきめた基準とその世界日

を示すカレンダーが決められた．世界日にはRWD

（Regular　World　Days），SWI（Special　World　Inter－

vals），WMI（World　Meteorological　Intervals）とが

あり，世界日には1日4回可能な高さ（30～40km）まで

観測するように勧告されている．

　IGYも終りに近い1958年7月CSAGIは第5回の会議

を開きIGY終了後の1959年にも全く同じ規模で観測資

料収集をおこなうことを決めIGC（Intemational

GeoPhpical　Co－oPeration一国際地球協力年）と名づけ

た．

　このことは1958年10月のICSUの総会でWMOは書

面投票でIGCに協力することに決められた＊．

　1960年以後は1958年にICSU中にもうけられたIWDS

（Intemational　World　Days　Service）がIGY，IGCの

世界日設定の線にそって世界日をきめWMOもこの線に

洛って動いている＊＊．

　1962年は今までのRWI，WMI，IRW（Intemational

RocketWeeks）など別々にあったものを統合して一本の

ものとしWSI（World　Synoptic　Intervals）すること

　　　　　　　　　　　　　　　　　（8頁へつづく）
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158 夏台風の長期予報
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第15図　1962年8月の台風経路

気圧になっているため，1956年12月の場とは異るので，

1960年は類以年とはとれないがC型（皿型）となる．故

に長期予報は，1961年8月には本邦に上陸する台風はな

いことになった．実際の8月台璽，は第13図の通りで，一

個宮崎県に上陸「した台風があったが，これは規模も極め

て小さくそ7）後急速に消滅してしまった点から考えて，

大体台風らしい台風は上陸しなかったといえる．

　1962年にっv・ては，第14図の資料から，1961年・12月も

ともに皿型にはいることがわかる．さらに類似年を求め

ると1948年・がもっともよい．そこで予想は，1962年8月

の台「風は比較刃高緯度で発主し，北上傾向をもち易く，

発毛数は多い方で本邦に接近し上陸する台風は2～3個

で，殊によると西日本で暴風雨の可能性もあるかも知れ

ない．結果は第15図のように，発生数（前月末発生も含

む）は9個で多く，発生場所は比咬的高緯度で3個本邦

に上陸した．また14号が東海近畿堆方で暴風雨をもたら

した．

6．　む　す　び

　台風の長期｝報となると，発生数とか本土に接近する

数とかを統計的にまた週期掬にそして相蜀的に求めた方

法はある．こ㌧で述べた方法は，少なくとも一年を通じ

ての大循環の過程・季節の移り変わりという一連の流れ

の中での現象をとらえ，冬期北半球を支配するactio，

energyとしての極の寒気の現われ方，その存在位置がn

夏の極東付近にどのように影響するかという点に重点を

おいて関連性を求め，それから間接的に台風経路を予想

したものである．2ケ年の実際に行なった予報の結果か

らわかるように，半年も前からかなりの程度の予想がで

きる点は利用度の高い法則となり得る．広島在任中い

ろいろご教示くださった本庁藤本主任予報官に深謝しま

す．
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にした．

　また1963年にはWSIという名をWGI（World
Geiyshysiel　Intervals）にかえ地球物理学的な観測を一

定した期間に綜合しておこなうようにした．なお1964年

からはじまるIQSYからは10日間の世界日を14日にの

ばすことになっている（Res18EC－XIV）．

　昨年末発表された1963年のカレンダrによると本年の

WGI！d月，4刀，7凡　10月の16～25日である．高

層観測もこの期間のものは高々度まで観測できる器材を

使ったり，電気ゾンデや露点ゾンデなどの特殊な観測も

おこなっているので各種の調査を行なうにはより資料が

そろって1、・る．　　　　　　　　　（気象庁高層課）
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